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■オオクチバスの弱点をついた駆除の有効性を実証した論文を発表 

 
（公財）宮城県伊⾖沼・内沼環境保全財団（宮城県栗原市）は、環境省東北地⽅環境事務

所や宮城県の⽀援を受けて実施しているオオクチバスの防除活動について、シナイモツゴ
郷の会や宮城県⽔産技術総合センター、東北⼯業⼤学、⽔⽣⽣物保全協会と共同で、繁殖期
のさまざまな段階でオオクチバスを駆除する伊⾖沼⽅式により、オオクチバスが減少し、⿂
類 相 が 回 復 し 始 め た こ と を ⽰ す 論 ⽂ に ま と め 、 外 来 ⽣ 物 防 除 を 取 り 扱 う 学 術 誌
「Management of Biological Invasions」に、「Success in population control of the invasive 
largemouth bass Micropterus salmoides through removal at spawning sites in a Japanese 
shallow lake」と題して論⽂を発表しました。 
 

オオクチバスは国内や世界各地に移⼊され、在来の⽣態系に深刻な影響を及ぼす外来⽣
物として各地で問題になっています。宮城県北部に位置する伊⾖沼・内沼では、沼の⽣態系
に深刻な影響を及ぼしたオオクチバスに対し、2001 年より駆除活動を⾏ってきました。最
初の 3 年間の活動では成果が出ず、オオクチバスが増加するのを防ぐことができませんで
した。そこで 2004 年から、オオクチバスの弱点である繁殖に焦点をあてた駆除活動に切り
替えた結果、オオクチバスが年々減少し、2009 年には沼の淡⽔⿂が回復し始めました(図
１)。詳しく分析したところ、沼でのオオクチバスの繁殖を 85%以上抑制できており、その
結果、沼のオオクチバス全体が減少したことが確認できました。2004 年か 

らの活動は、ボランティアの協⼒を得ながら実施し（図２）、「伊⾖沼⽅式」として全国に
PR してきました、今回、この⼿法の有効性を科学的にも確認できたことは、同様の被害に
悩む⽇本各地の⽔辺の⽣態系の保全活動に寄与すると期待できます。 
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■論⽂表題 Success in population control of the invasive largemouth bass Micropterus 

salmoides through removal at spawning sites in a Japanese shallow lake 
■著者 Yasufumi Fujimoto, Kiyotaka Takahashi, Kentaro Shindo, Takeshi Fujiwara, Koichi 

Arita, Kenji Saitoh and Tetsuo Shimada  
■掲載誌 Management of Biological Invasions (2021) Volume 12 pp.997-1011（2021 年８⽉

30 ⽇ オンライン公開） 
■論⽂へのアクセス：https://www.reabic.net/journals/mbi/2021/Issue4.aspx 
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図１ 伊⾖沼・内沼におけるオオクチバス（左）と他の⿂類（右）の⽣息状況の変化．繁殖
抑制を開始した 2004 年よりオオクチバスが減少した（①）。また、在来⿂など他の⿂類は、
90 年代後半にオオクチバスの⾷害により⼤きく減少したが（②）、繁殖抑制活動により 2009
年頃より急激に回復した（③）。 
 

 
図２ ボランティア団体バス・バスターズによる駆除活動の様⼦．⼈⼯産卵床によるオオク
チバスの巣の駆除（左）と、三⾓網を⽤いた稚⿂の駆除（右） 
 
 


